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四 と規
条 。定
にす
おる い認 て

可 準
に 用
係 す
る る
土 場

告 と お 条
を 。 い に
す て お
る 準 い
こ 用 て
と す 準
。 る 用

場 す
合 る
を 場
含 合

条 に
に お
お い
い て
て 準
準 用
用 す
す る
る 場
場 合
合 を

。 も を 合
） の 含 を
の に む 含
規 限 。 む
定 る ） 。
に 。 の ）
よ ） 規 の
る 。 定 規
検 に 定
査 よ に
を る よ

合地
を改
含良
む事
。業 ）に の係 規

る 定
も に
の よ

む を
。 含
） む
の 。
規 ）
定 の
に 規
よ 定
る に
届 よ
出 る

を 含
含 む
む 。
。 ）
） の
の 規
規 定
定 に
に よ
よ る
る 公

す 報 る
る 告 公

に る
限 届

を 意
受 見

意 告
見 を

七
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ヘ ホ ニ ハ ロ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
七 七 七 七 七
十 十 十 十 十
二 二 二 二 二

別十 表イ 組 う 八 第合 。 の 十法 法 ） 二 八第 人 に 号七 に 基 農 の十 係 づ 業 二二 る く 協

又 を を
は 法 す 法 す
選 第 る 第 る
挙 百 こ 百 こ
若 三 と 三 と
し 十 。 十 。

を を
法 す 法 す 法
第 る 第 る 第
百 こ 百 こ 百
三 と 三 と 三
十 。 十 。 十

条 条 条 条 条
の の の の の
十 十 十 十 十
八 七 六 三 二
第 第 第 第 の
三 二 四 二 八
項 項 項 項 第
の の の の 三
規 規 規 規 号
定 定 定 定 の
に に に に 規

中条 も 事 同
の の 務 「

組 山十 に の 合 口二 限 う 法 市の る ち 」（
六 。 次 昭 のの ） に 和 下規 掲 二 に定 げ 十
に る 「

二 、よ も 年 萩

く 六 五
は 条 条
当 第 第
選 一 一
の 項 項
取 （ （
消 法 法
し 第 第
を 八 八
す 十 十
る 四 四

四 四 四
条 条 条
第 第 第
三 二 一
項 項 項
（ （ （
法 法 法
第 第 第
八 八 八
十 十 十
四 四 四

よ よ よ よ 定
る る る る に
届 届 届 届 よ
出 出 出 出 る
を を を を 報
受 受 受 受 告
理 理 理 理 を
す す す す 受
る る る る け
こ こ こ こ る
と と と と こ

る の 法 市選 律（ 及任 一 び第を の 阿百す 市 武三る 町 町十こ の 」二と 区 を号。 域 加。を え以超 、

こ 条 条
と に に
。 お お

い い
て て
準 準
用 用
す す
る る
場 場
合 合

条 条 条
に に に
お お お
い い い
て て て
準 準 準
用 用 用
す す す
る る る
場 場 場
合 合 合

。 。 。 。 と
。

下え 同こな 号のい を号区 同に域 表おを 第い地 十て区 八と 「 号法す の」る 三

を を
含 含
む む
。 。
） ）
の の
規 規
定 定
に に
よ よ
る る

を を を
含 含 含
む む む
。 。 。
） ） ）
の の の
規 規 規
定 定 定
に に に
よ よ よ
る る る

と農 と事 い し
、萩 同市 表
第
十
八
号
の
次

決 命
議 令

解 命 命
任 令 令

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
三
十
四
号
ヤ

の 周 の
次 南 四

ロ に 市 、
行 次 及 第
為 法 の び 三
に 第 よ 山 十
係 三 う 陽 号
る 十 に 小 の
も 四 加 野 二

「
、 別
山 表 ソ レ タ陽 第
小 二 法 法 法野 十 第 第 第田 号 九 九 九市 中 十 十 十」 五 五 五「

ヨ カ ワ ヲ ル
五

法 法 法 条 法 法
第 第 第 第 第 第
九 九 九 三 九 八
十 十 十 項 十 十
五 四 三 の 一 九

ヌ リ チ ト

法 法 法 法
第 第 第 第
七 七 七 七
十 十 十 十
三 二 二 二中

「
ク
」
を
「
ヤ
」
に
改
め
、

の 条 え 田 、
に の る 市 第
限 二 。 」 三
る 第 を 十
。 一 加 号
） 項 え の
。 、 七（

法 同 及
第 表 び
三 第 第
十 三 三
五 十 十

を 長 条 条 条加 門 の の 第え 市 三 二 二、 」 第 の 項同 の 一 規 の表 下 項 定 規第 に の に 定二 規 よ に「
十 、 定 る よ六 山 に 命 る号 陽 よ 令 命の

条 条 条 交 条 条
第 第 第 付 の 第
一 二 一 を 三 二
項 項 項 す に 項
の の の る お の
規 規 規 こ い 嘱
定 定 定 と て 託
に に に 。 準 を
よ よ よ 用 す
る る る す る
命 検 報 る こ

条 条 条 条
の の の の
十 十 十 十
二 八 八 八
の の の の
規 十 九 九
定 の 第 第
に 規 四 三
よ 定 項 項
る に の の
届 よ 規 規

同
号
中
ヤ
を
マ
と
し
、
ニ
か

条 三 号
の 号 の
二 の 八
第 四 中
四 ヰ 「
項 中 山
に 口「
お ウ 市
い 」 」
て を を
準

小 る を 令三 野 掲 す を中 田 載 る す
市「 を こ る柳 」 す と こ井 を る 。 と市 加 こ 。」 え との 、 。下 同に 表

令 査 告 商 と
を を の 業 。
す す 徴 登
る る 収 記
こ こ を 法
と と す （
。 。 る 昭

こ 和
と 三
。 十

八

出 る 定 定
を 届 に に
受 出 よ よ
理 を る る
す 受 意 意
る 理 見 見
こ す を を
と る 述 述
。 こ べ べ

と る 、
。 こ 又

ら
ク
ま
で
を
ホ
か
ら
ヤ
ま
で

「 「
用 ヰ 宇
す 」 部
る に 市
場 改 、
合 め 山
を 、 口
含 同 市
む 号 」
。 中 に
） ヰ 改
の を め

「 第、 二美 十祢 六市 号」 のを
二加
中え

、 「
防同
府表

年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第

と は
。 嘱

託
を
受
け
る
こ
と
。

と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う

協 ノ 、
議 と 同
を し 表
す 、 第
る ロ 三
こ か 十
と ら 一

ウ 号（
都 ま の
市 で 二
計 を 中

市第
」二
の十
下七
に号

の 「
、二
下、
松第
市二
」十

二
十

に
加
え
る
。

九

画 ハ 「
区 か 山
域 ら 口
内 ヰ 市
に ま 」
お で の
け と 下
る し に
開 、 「
発 イ 、

を九
、号

の 「
周二
南、
市第
」二
の十
下九

号 に



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
条
例
第
四
号

山 条 げ
平 口 例 る
成 県 第 事
二 職 二 務
十 員 条 を
二 定 の 除
年 数 規 く
三 条 定 。

２ １（ （
経 に 施

改 過 係 こ 行
正 措 る の 期
後 置 部 条 日
の ） 分 例 ）
山 に は
口 限 、
県 る 平

十 の ハ
五 九 別 の
号 中 表 ニ 次

附 ニ 第 に「
中 及 三 法 次

則 び 十 第 の「
及 山 四 三 よ
び 陽 号 十 う
防 小 の 五 に

業 田
者 市 別
と 及 表 ニ
し び 第 行
て 阿 三 為 法
行 武 十 に 第
う 町 四 係 三
場 」 号 る 十
合 に の も 四

月 例 は ）
二 の 、 の
十 一 適 う
三 部 用 ち
日 を し 、

改 な こ
正 い の
す 。 条
る 例
条 の
例 施
を 行

の 。 成
事 ） 二
務 は 十
処 、 二
理 同 年
の 年 四
特 十 月
例 月 一
に 一 日
関 日 か
す か ら
る ら 施

府 野 八 条 加
市 田 中 の え
」 市 二 る「
を 」 山 の 。

を 口 承「
、 市 認「
防 、 」 を
府 山 を す
市 陽 る「
、 小 宇 こ
長 野 部 と
門 田 市 。

に 改 五 の 条
係 め 中 に の
る 、 限 二「
も 同 萩 る 第
の 表 市 。 一
を 第 」 ） 項
除 三 の 。 （
く 十 下 法
。 四 に 第
） 号 三「
」 の 、 十
を 八 防 五

こ の
こ 日
に 前
公 に
布 知
す 事
る 又
。 は

教
育
委

条 施 行
例 行 す

す る（
以 る 。
下 。 た

だ「
改 し
正 、
後 別
の 表
条 第

市 市 、
、 及 山
柳 び 口
井 阿 市
市 武 」
、 町 に
周 」 、
南 に 「
市 改 及
、 め び
周 、 山

加 中 府 条
え 市 の「
、 次 」 二
同 に を 第
号 掲 加 四
ネ げ え 項
中 る 、 に

も 同 お「
ツ の 表 い
」 」 第 て
を の 三 準

員
会
が
し
た
許
可
等
の
処
分

例 一
」 号
と の
い 七
う 及
。 び
） 第
別 三
表 十
の 五
上 号

防 同 陽
大 表 小
島 第 野
町 三 田
及 十 市
び 四 」
阿 号 を
武 の 「
町 十 、
」 一 山
に 中 陽

下 十 用「
ネ に 四 す
」 号 る「
に の 場（
改 ヌ 六 合
め か 及 を
、 ら び 含
同 ネ 第 む
号 ま 三 。
中 で 十 ）
ネ に 四 の

山 そ
の口 他

県 の
行知 為

事 に
係
る

二 も
の

欄 ニ
に の
掲 改
げ 正
る 規
事 定
務 （

柳（
同 井
表 市
第 、

改 小「
め 萩 野
る 市 田
。 」 市

の 及
下 び
に 阿

武「
、 町
防 」
府 に

を 掲 号 協
ナ げ の 議
と る 七 を
し も 中 す
、 の る「
ニ に 及 こ
か あ び と
ら っ 山 （
ツ て 陽 都
ま は 小 市
で 、 野 計

に
井 つ

い
て

関 は
、
改

成 正
後
の

十 周
八 南
号 市
の 及
五 び
の 周
上 防
欄 大
に 島
掲 町

市 改
」 め
を 、
加 同
え 表
、 第
同 三
表 十
第 四
三 号

を 市 田 画
ホ 町 市 区
か が 」 域
ら 自 を 内
ネ ら に「
ま 終 、 お
で 身 山 け
と 賃 陽 る
し 貸 小 開
、 事 野 発

一
〇
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山
口
県
条
例
第
六
号

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 地 例
十 方 は 則
二 警 、
年 察 平
三 職 成

号 条「
五 第 第 山中
、 三 二 口「
三 号 条 県 山三
二 中 第 学 口、
〇 一 校 県二 「
人 一 号 職 学三
」 、 中 員 校九
を 一 定 職人 「

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 二 学
第 十 校
五 二 職
号 年 員

三 定

こ 第 山
の 二 口
条 附 条 県 山
例 第 職 口
は 則 一 員 県
、 号 定 職
平 中 数 員
成 条 定「

月 員 二
二 定 十
十 数 二
三 条 年
日 例 四

の 月
一 一
部 日
を か
改 ら
正 施
す 行

四 二 数 員」「
五 〇 、 条 定を
、 人 三 例 数「
三 」 五 条三 （
〇 を 三 昭 例、
四 人 和 の二 「
人 一 」 三 一一
」 、 を 十 部〇
に 一 一 を人 「
、 五 二 年 改」

七 、 山 正に「
四 人 三 口 す

月 数
二 条
十 例
三 の
日 一

部
を
改
正
す
る
条

二 四 例 数
十 、 条（
二 五 昭 例
年 〇 和 の
四 〇 三 一
月 人 十 部
一 」 一 を
日 を 年 改
か 山 正「
ら 四 口 す
施 、 県 る
行 一 条 条

る す
条 る
例 。
を
こ
こ
に
公
布
す
る

、
五 」 五 県 る「
六 に 〇 条 条二
人 、 人 例 例〇
」 」 第五 「
を 一 に 五人 五 、 十」「
四 〇 一を 「
四 人 五 号「三 」 七 ）二人 を 六 の〇」 人 一

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

す 〇 例 例
る 〇 第
。 人 五

」 十
に 号
改 ）
め の
る 一
。 部

を
次

。 一 「
に 一 」 部人、 六 を を」 六 次「 「に五 人 五 の、、 」 四 よ
七 に 一 う「

三七 、 人 に、六 」 改「四人 一 に 正四」 、 、 す
四を 二 る

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

「
人 九 二 。「
」五 〇 、
を、 人 九

七 」 二「
三四 を 九
、七 人「
四人 一 」
一」 、 を
一に 三 「
人改 二 二
」め 三 、

山
口
県
知
事

二

井

関
一
一

成

にる 人 八
改。 」 九
め に 一
、 改 人
同 め 」
条 、 に
第 同 改
五 条 め
号 第 、
中 四 同

井

関

成
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分
の
五
十
を
乗
じ

か は 項 勤 く（
そ 、 に 務 週わ
の そ 規 時 休ら
勤 の 定 間 日ず
務 六 す 外 に、
が 十 る に お勤
午 時 人 勤 け務

第 （
４ 一 一

第 条 般
正 十 職 一
規 四 一 の 般
の 条 般 職 職
勤 第 職 員 の
務 三 の の 職
時 項 職 給 員

山
口 一 こ
県 平 般 の
条 成 職 条
例 二 の 例
第 十 職 は
七 二 員 、
号 年 の 平

三 給 成

四
人 第 山
」 二 口

附 に 条 県 山
改 中 地 口

則 め 方 県「
る 八 警 地
。 八 察 方

三 職 警
て
得
た
額
を
時
間
外
勤
務
手
当

後 間 事 務 る一
十 を 委 す 勤時
時 超 員 る 務間
か え 会 こ のに
ら て 規 と うつ
翌 勤 則 を ちき
日 務 で 命 人、
の し 定 ぜ 事第
午 た め ら 委十
前 全 る れ 員八
五 時 時 割 会条
時 間 間 振 規

間 中 員 与 の
外 の に 給「
に こ 給 関 与
勤 の 与 す に
務 項 に る 関
す 」 関 条 す
る を す 例 る
こ る の 条「
と こ 条 一 例
を の 例 部 等
命 条 改 の（
ぜ 」 昭 正 一

月 与 二
二 に 十
十 関 二
三 す 年
日 る 四

条 月
例 一
等 日
の か
一 ら
部 施
を 行

人 員 察
」 定 職
を 数 員

条 定「
八 例 数
八 条（
五 昭 例
人 和 の
」 三 一
に 十 部
、 二 を

年 改
と
し
て
支
給
す
る
。

に
ま に を り 則規
で 対 除 変 で定
の し く 更 定す
間 て 。 前 める
で 、 以 の る勤
あ 第 下 勤 も務る 一 こ 務 の一場 項 の 時 を時合 条 間 除間 （
は 第 に 外 く当、 二 お に 。

ら に 和 ） 部
れ 改 二 を
正 め 十 改
規 、 六 正
の 同 年 す
勤 条 山 る
務 に 口 条
時 次 県 例
間 の 条
外 三 例
に 項 第

改 す
正 る
す 。
る
条
例
を
こ
こ
に
公

「
九 山 正
一 口 す
四 県 る
人 条 条
」 例 例
を 第

十「
九 六
一 号
五 ）
人 のた百 項 い し 以り分 の て た 下のの 規 同 勤 こ給百 定 じ 務 の与七 に 。 条（額十 よ ） 第 にに五 り の 一 お、） 読 時 項 い正、 み 間 の て規割 替 と 規 同

の振 え の 定 じ

し を 二
た 加 号
勤 え ）
務 る の

。 一（
勤 部
務 を
時 次
間 の
条 よ
例 う

布
す
る
。

」 一
に 部
、 を

次「
九 の
四 よ
二 う
人 に
」 改
を 正

す
勤り て 合 に 。
務変 適 計 よ ）
時更 用 が り の
間前 す 一 時 時
外の る 箇 間 間
に勤 場 月 外 と
し務 合 に 勤 同
た時 を つ 務 条
勤間 含 い 手 の
務外 む て 当 規
にに 。 六 が 定

第 に
三 改
条 正
第 す
一 る
項 。
、
第
四
条
及

山
口
県
知
事

二

「
九 る
四 。
三
人
」
に
、
「
三
、
五

あし ） 十 支 に
つた 及 時 給 よ
て勤 び 間 さ り
は務 前 を れ 割
百に 項 超 る 振
分あ の え 時 り
のつ 規 た 間 変
百て 定 職 及 更
五は に 員 び 前

百 十 か に 前 の

び
第
五
条
の
規
定
に
基
づ

井

関

成

九
〇
人
」
を
「
三
、
五
九

一
二
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第 第
十 九
六 条
条 第
第 四
三 項
項 中

第 （
三 一

第 条 般 に 員
四 職 割 が
条 一 に り 、
第 般 属 振 人
一 職 す ら 事
項 に る れ 委
中 属 学 た 員

第 （
十 時 第 第 第 第
六 間 十 十 十 十
条 外 五 六 七 一

勤 条 条 条 条
時 務 の を 中（
間 代 次 見 第 「
外 替 に 出 十 及

第 （
二 職 ６
条 員 前 に

の 項 第 規
職 勤 の 二 定
員 務 規 項 す
の 時 定 に る
勤 間 の 規 人
務 、 適 定 事

５
場 る 務 当
合 場 一 該 職
は 合 時 時 員
、 は 間 間 が
そ 、 当 外 勤
の 百 た 勤 務
割 分 り 務 時

中 「
第「

第 三
三 条
条 第
第 四
七 項
項 、
」 第
を 六

項「
第 及

す 校 勤 会「
第 る 職 務 規
三 学 員 時 則
条 校 の 間 の
第 職 給 の 定
八 員 与 全 め
項 の に 部 る
」 給 関 又 と
を 与 す は こ

に る 一 ろ「
第 関 条 部 に
三 す 例 に よ

勤 休 次 し 八 び
務 暇 の を 条 介
代 ） 一 含 と 護
替 条 む す 休
休 を 。 る 暇
暇 加 ） 。 」
は え 中 を
、 る 「 「
一 。 及 、
般 び 介
職 介 護
の 護 休

時 休 用 す 委
間 日 に る 員
、 及 つ 七 会
休 び い 時 規
日 休 て 間 則
及 暇 は 四 で
び に 、 十 定
休 関 同 五 め
暇 す 項 分 る
に る 中 に 割
関 条 達 合「
す 例 第 す を

合 の の 代 間
に 百 給 替 条
百 七 与 休 例
分 十 額 暇 第
の 五 に の 十
二 ） 、 取 六
十 か 正 得 条
五 ら 規 に に
を 第 の 代 規
加 一 勤 え 定
算 項 務 ら す
し に 時 れ る

三 び
条 第
第 七
八 項
項 」
」 を
に 「
、 第

三「
同 条
条 第

条 る の お り
第 条 一 い 、
九 例 部 て 当
項 改 勤 該（
」 昭 正 務 時
に 和 ） し 間
改 二 な 外
め 十 い 勤
る 七 こ 務
。 年 と 手

山 が 当

職 休 暇
員 暇 及
の 」 び
給 を 時
与 間「
に 、 外
関 介 勤
す 護 務
る 休 代
条 暇 替
例 及 休

る の 一 る 減
条 一 項 ま じ
例 部 に で た

改 規 の 割（
昭 正 定 間 合
和 ） す の を
二 る 勤 乗
十 人 務 じ
八 事 に て
年 委 係 得
山 員 る た

た 規 間 た 時
割 定 外 時 間
合 す に 間 外
） る し 外 勤
を 人 た 勤 務
減 事 勤 務 代
じ 委 務 手 替
た 員 に 当 休
割 会 あ の 暇
合 規 つ 支 を
、 則 て 給 取

第 五
五 項
項 、
又 第
は 七
第 項
六 及
項 び
」 第
を 八

項

口 相 の
県 当 一
条 で 部
例 あ の
第 る 支
六 と 給
号 認 に
） め 代
の ら え
一 れ て
部 る 、

第 び 暇
十 時 」
四 間 に
条 外 改
第 勤 め
四 務 る
項 代 。
の 替
規 休
定 暇
に 」

口 会 時 額
県 規 間 の
条 則 に 時
例 で つ 間
第 定 い 外
十 め て 勤
一 る 前 務
号 割 二 手
） 合 項 当
の 」 の を
一 と 規 支

割 で は に 得
振 定 百 係 し
り め 分 る た
変 る の 時 と
更 割 百 間 き
前 合 五 に は
の 十 対 、（
勤 そ し 前（
務 の そ て 項
時 勤 の は に
間 務 勤 、 規「

同 」
条 に
第 改
六 め
項 る
又 。
は
第
七
項
」

を 場 人
次 合 事
の に 委
よ お 員
う け 会
に る 規
改 休 則
正 暇 で
す と 定
る す め
。 る る

よ に
り 改
時 め
間 、
外 同
勤 条
務 を
手 第
当 十
を 七
支 条

部 あ 定 給
を る の す
次 の 適 る
の は 用 こ
よ 、 が と
う あ を「
に 百 る 要
改 分 場 し
正 の 合 な
す 百 に い
る 」 お 。

外 が 務 当 定
に 午 が 該 す
し 後 午 時 る
た 十 後 間 六
勤 時 十 一 十
務 か 時 時 時
に ら か 間 間
あ 翌 ら に を
つ 日 翌 つ 超
て の 日 き え
は 午 の 、 て

に
、
「
こ
の

一 項
三 」

を
「
こ

。 期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等

給 と
すさ

れ る
る 。
こ
と
と
な
る
職

。 と け
す る
る 当
。 該

時
間
に
対
す
る

百 前 午 第 勤
務分 五 前 十

の 時 五 八 し
五 ま 時 条 た
十 で ま に 全
か の で 規 時
ら 間 の 定 間
第 で 間 す の
三 あ で る う
項 る あ 勤 ち
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第
十
一
条
中
「
及

第 （
四 学 項 第条 校 第 、 前十職 十 第 項七学 員 七 七 の条校 の 条 項 規

第職 勤 の 又 定
三員 務 三 は の
号の 時 第 第 適
中

６
三 あ で る

第 項 る あ 勤
二 に 場 る 務
項 規 合 場 一
に 定 は 合 時
規 す 、 は 間
定 る そ 、 当

５
う 百 十 に 員
ち 学 分 か に（
当 校 の そ か は
該 職 五 の わ 、
時 員 十 勤 ら そ
間 が を 務 ず の
外 勤 乗 が 、 六

４ の
項 勤 く 条
に 務 週 正 」
規 時 休 規 に
定 間 日 の 改
す 外 に 勤 め
る に お 務 、
人 勤 け 時 同

び
介
護
休
暇
」
を
「
、
介
護
休

勤 間 一 八 用
務 、 項 項 に「

第時 休 中 」 つ
三間 日 に い「
条、 、 第 改 て
第休 休 三 め は
四日 暇 条 る 、
項、 等 第 。 同
又休 に 四 項
は暇 関 項 中
第等 す 、 「

に る 第 六 第

す 人 の 百 た
る 事 割 分 り
七 委 合 の の
時 員 に 百 給
間 会 百 七 与
四 規 分 十 額
十 則 の 五 に
五 で 二 ） 、
分 定 十 か 正
に め 五 ら 規
達 る を 第 の
す 割 加 一 勤

勤 務 じ 午 勤 十
務 時 て 後 務 時
代 間 得 十 一 間
替 条 た 時 時 を
休 例 額 か 間 超
暇 第 を ら に え
の 十 時 翌 つ て
取 六 間 日 き 勤
得 条 外 の 、 務
に に 勤 午 第 し
代 規 務 前 二 た
え 定 手 五 十 全

事 務 る 間 条
委 す 勤 外 に
員 る 務 に 次
会 こ の 勤 の
規 と う 務 三
則 を ち す 項
で 命 人 る を
定 ぜ 事 こ 加
め ら 委 と え
る れ 員 を る
時 割 会 命 。
間 振 規 ぜ

暇
及
び
時
間
外
勤
務
代
替
休

関 条 六 一項
す 例 項 項」
る の 」 にを
条 一 を 規「
例 部 定第「

改 第 す三（
昭 正 三 る条
和 ） 条 人第
四 第 事五
十 五 委項
六 項 員

る 合 算 項 務
ま を し に 時
で 減 た 規 間
の じ 割 定 外
間 た 合 す に
の 割 ） る し
勤 合 を 人 た
務 を 減 事 勤
に 乗 じ 委 務
係 じ た 員 に
る て 割 会 あ

ら す 当 時 条 時
れ る と ま に 間
た 時 し で 規 に
時 間 て の 定 対
間 外 支 間 す し
外 勤 給 で る て
勤 務 す あ 勤 、
務 代 る る 務 第
手 替 。 場 一 一
当 休 合 時 項
の 暇 は 間

を り 則 ら
除 変 で れ
く 更 定 正
。 前 め 規
以 の る の
下 勤 も 勤
こ 務 の 務
の 時 を 時
条 間 除 間
に 外 く 外
お に 。 に

暇
」
に
改
め
る
。

又
年 、 会は
山 第 規第
口 七 則七
県 項 で項
条 」 定」
例 に めに第 、 る、三 割「 「十 第 合第号 七 」三） 項 と

時 得 合 規 つ
間 た 、 則 て
に 額 割 で は
つ の 振 定 百
い 時 り め 分
て 間 変 る の
前 外 更 割 百
二 勤 前 合 五
項 務 の 十（
の 手 勤 そ （
規 当 務 の そ

（
支 を 、 当 第
給 取 百 た 二
に 得 分 り 項
係 し の の の
る た 百 給 規
時 と 七 与 定
間 き 十 額 に
に は 五 に よ
対 、 ） 、 り
し 前 、 正 読
て 項 割 規 み

い し 以 し
て た 下 た
同 勤 こ 勤
じ 務 の 務
。 条（ （
） 第 に 勤
の 一 お 務
時 項 い 時
間 の て 間
と 規 同 条
の 定 じ 例条の 」 あ第一 を る四部 の「 項を 第 は、次 八 、

第の 項 「
六よ 」 百
項う に 分
又に 改 の
は改 め 百
第正 る 」

定 を 時 勤 の
の 支 間 務 勤
適 給 外 が 務
用 す に 午 が
が る し 後 午
あ こ た 十 後
る と 勤 時 十
場 を 務 か 時
合 要 に ら か
に し あ 翌 ら
お な つ 日 翌

は に 振 の 替
、 規 り 勤 え
当 定 変 務 て
該 す 更 時 適
時 る 前 間 用
間 六 の 外 す
一 十 勤 に る
時 時 務 し 場
間 間 時 た 合
に を 間 勤 を
つ 超 外 務 含

合 に 。 第
計 よ ） 三
が り の 条
一 時 時 第
箇 間 間 五
月 外 と 項
に 勤 同 、
つ 務 項 第
い 手 の 七
て 当 規 項
六 が 定 及

七す 。 と
項る す
」。 る
を 。
「
第
三
条
第
五

け い て の 日
る 。 は 午 の
当 百 前 午
該 分 五 前
時 の 時 五
間 五 ま 時
に 十 で ま
対 か の で
す ら 間 の
る 第 で 間

き え に に む
、 て し あ 。
第 勤 た つ ）
二 務 勤 て 及
十 し 務 は び
条 た に 百 前
に 全 あ 分 項
規 時 つ の の
定 間 て 百 規
す の は 五 定

十 支 に び
時 給 よ 第
間 さ り 八
を れ 割 項
超 る 振 の
え 時 り 規
た 間 変 定
学 及 更 に
校 び 前 基
職 前 の づ

一
四
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第
十
八
条
の
表
第

第 第
十 十
四 四
条 条
第 第
五 四
項 項

２ （
職 一 第

第 職 員 項 四
十 員 の の 項
七 の 育 改 の
条 育 児 正 改
の 児 休 規 正
表 休 業 定 規
第 業 等 は 定

１ （
施

こ 行 時 則
の 期 附 間 の
条 日 の 定
例 ） 則 全 め
は 部 る
、 又 と
平 は こ

第 （
十 時 第 第 第
六 間 十 十 十
条 外 五 六 八

勤 条 条 条
時 務 の を（
間 代 次 見 第
外 替 に 出 十

十
六
条
第
一
項
の
項
の
次
に
次

要 第
し 二
な 項
い

十 等 に 、 、
四 に 関 公 第
条 関 す 布 十
第 す る の 六
一 る 条 日 条
項 条 例 か 第
の 例 の ら 三
項 一 施 項（
の 平 部 行 の
次 成 改 す 改
に 四 正 る 正
次 年 ） 。 規

成 一 ろ
二 部 に
十 に よ
二 お り
年 い 、
四 て 当
月 勤 該
一 務 時
日 し 間
か な 外
ら い 勤
施 こ 務

勤 休 次 し 九
務 暇 の を 条
代 ） 一 含 と
替 条 む し
休 を 。 、
暇 加 ） 第
は え 中 十
、 る 七「
給 。 及 条
与 び を
条 介 第
例 護 十

の
よ
う
に
加
え
る
。

じ前百 は四七要 七（
て五分そ、 条し 条十
得時のの第 のな五
たま百時十 規い分
額で七間八 定。に
との十が条 にた達
す間五午に よだす

の 山 定
よ 口 （
う 県 「
に 条 こ職 加 例 の員 え 第 項の る 一 」育 。 号 を児 ）休 「

の こ業 一 の

行 と 手
す が 当
る 相 の
。 当 一
た で 部
だ あ の
し る 支
、 と 給
第 認 に
三 め 代
条 ら え

第 休 八
十 暇 条
六 」 と
条 を す
第 る「
四 、 。
項 介
の 護
規 休
定 暇
に 及るで）後規 りしる

あか十定 読、ま
るら時す み当で
場百かる 替該の
合分ら勤 え時間はの翌務 ら間の、百日一 れが勤百 の時 た職（ 務分そ午間 第員にのの前当 一の係百時五た 項育る

等 部 条に を 」関 次 にす の 改る よ め条 う る例 に 部（ 改 分平 正 を成 す 除四 る く

中 れ て
一 る 、
般 場 人
職 合 事
に に 委
属 お 員
す け 会
る る 規
学 休 則
校 暇 で
職 と 定

よ び
り 時
時 間
間 外
外 勤
勤 務
務 代
手 替
当 休
を 暇
支 」二間時り た児

時十がまの だ休
間五午で給 し業
で）後の与 書等
あを十間額 にに
る減時でに 規関
場じかあ百 定す
合たらる分 する
に割翌場の る条
あ合日合百 七例
つをのは五 時第

年 。 。山 ）口 並県 び条 に例 第第 十一 七号 条） 第第 三

員 す め
の る る
給 。 期
与 間
に 内
関 に
す あ
る る
条 勤
例 務
第 日

給 に
さ 改
れ め
る 、
こ 同
と 条
と を
な 第
る 十
学 七
校 条

一
五

乗午、十て間十 十 号
及
び
第
十
七
条
の
三
第

四 等
条 に
第 割
一 り
項 振
及 ら
び れ
第 た
九 勤
条 務

職 と
す員

が る
、 。
人
事
委
員
会
規
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は 場
第 第 別 第 」 第
二 十 表 十 に 十
十 四 第 四 改 四
条 条 六 条 め 条
の の に の る の
二 四 掲 三 。 二
第 を げ 第 第
二 削 る 一 三

げ 山
四 る 第 一 口

学 十 般 県
四 校 四 職 一 条
級 」 条 に 般 例

の の 属 職 第
百 下 二 す に 八
分 に 第 る 属 号
の 一 学 す「

一
平 般
成 職
二 に
十 属
二 す
年 る
三 学

第 第
十 十
六 六
条 条
第 第
五 四
項 項項 る 学 項 項

中 。 校 中 中
等「 「 「

第 」 別 別
十 に 表 表
四 、 第 第
条 五 五「
の 総 に 」
四 称 掲 の
」 す げ 下
を る る に

」 学

二 又 項 校 る
十 は 中 職 学

共 員 校「
同 第 の 職
調 五 給 員
理 条 与 の
場 の に 給
」 二 関 与
を 」 す に
加 を る 関
え 条 す「
、 第 例 る

月 校
二 職
十 員
三 の
日 給

与
に
関
す
る
条
例

要 第
し 二
な 項
い

「 「
第 を 校 又
十 等 は「
四 い 若 別
条 う し 表
の 」 く 第三 に は 六」 改 別 」に め 表 を改 る 第 加め 。 六 える に

同 六 条（
項 条 昭 例
に 」 和 の
次 に 二 一
の 改 十 部
一 め 七 を
号 、 年 改
を 山 正「
加 準 口 す
え ず 県 る
る る 条 条

の
一
部
を じ改 て正 得す たる 額条 と例 すを

前百 は四八要 八職（
五分そ、 条し 条員十
時のの第 のな の五
ま百時二 規い 育分
で七間十 定。 児に
の十が条 にた 休達
間五午に よだ 業す

、。 掲 「げ 若る し学 く校 は又 共は 同別 調表
理第
場七

。 学 例 例
校 第
」 六
の 号
下 ）
に の

一「
又 部
は を
共 次
同 の

るこ
こ
に
公
布
す
る
。

で）後規 りし 等る
あか十定 読、 にま
るら時す み当 関で
場百かる 替該 すの
合分ら勤 え時 る間はの翌務 ら間 条の、百日一 れが 例勤百 の時 た職（ 務 （
分そ午間 第員 平にのの前当 一の 成係百時五た 項育 四る又に

は掲
別げ
表る
第こ
六れ
にら
掲に
げ準
るず
学る

調 よ
理 う
場 に
」 改
を 正
加 す
え る
、 。
同
条
第

山
口
県
知
事

二

二間時り た児 年
時十がまの だ休 山
間五午で給 し業 口
で）後の与 書等 県
あを十間額 にに 条
る減時でに 規関 例
場じかあ百 定す 第
合たらる分 する 一
に割翌場の る条 号
あ合日合百 七例 ）
つをのは五 時第 第

校学
」校
を」

を 「
又「
は別
共表
同第
調五

又 理

二
項
中
「
別
表
第
六
に
掲

井

関

成

乗午、十て間十 十

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二
級

小

学

校

中

学

校

一
級

小

学

校

別
表 別区級 第 表分別 五 第

五学 （
第 及校 十 び等 四 別区 条 表分

美
祢
市
立
田
代
小
学
校

岩 萩 萩 山 山
国 市 市 口 口
市 立 立 市 市
立 大 木 立 立
宇 島 間 嘉 柚
佐 小 小 年 野
川 学 学 小 木
小 校 校 学 小
学 校 学
校 校

山 周 岩 萩 周
口 南 国 市 防
市 市 市 立 大
立 立 立 む 島
串 大 本 つ 町
小 津 郷 み 立
学 島 中 中 和
校 中 学 学 田

学 校 校 小
校 学

周 長 岩 岩 萩
南 門 国 国 市
市 市 市 市 立
立 立 立 立 弥
大 向 波 本 富
津 津 野 郷 小
島 具 小 小 学
小 小 学 学 校
学 学 校 校
校 校

の 第
二 六

下 、 を
関 第 次学市 十 の
立 四 よ
角 条 う
島 の に校小 三 改
学 関 め
校 係 る

） 。
校 等

名

一
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

四
級

共 中
同
調 学
理
場 校

小

学

校

三
級

中 小 中

学 学 学

校 校 校

萩 周 岩 萩
市 防 国 市
立 大 市 立
見 島 立 見
島 町 柱 島
学 立 島 中
校 情 中 学
給 島 学 校
食 中 校
共 学

上 周 萩 萩 下
関 防 市 市 関
町 大 立 立 市
立 島 見 相 立
祝 町 島 島 蓋
島 立 小 小 井
小 情 学 学 小
学 島 校 校 学
校 小 校

学

防 周 防 阿 萩
府 防 府 武 市
市 大 市 町 立
立 島 立 立 大
野 町 野 福 島
島 立 島 賀 中
中 浮 小 中 学
学 島 学 学 校
校 小 校 校

学

萩 阿 周 周
市 武 防 南
立 町 大 市
木 立 島 立
間 福 町 須
中 賀 立 磨
学 小 油 小
校 学 田 学

校 小 校
学

同 校
調
理
場

校 校 校

一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
三
条
中
第
九
号
を

山
一 口 一
般 県 平 般
職 一 条 成 職
の 般 例 二 の
職 職 第 十 職
員 の 九 二 員
の 職 号 年 の
特 員 三 特

る
。 こ 別
） の 表
は 条 附 第
、 例 七
公 は 則 及
布 、 び
の 平 別
日 成 表

共 中 小
同
調 学 学
理
場 校 校

萩 周 周 萩

別
表学 第校 六等

区 （
第分 十
四

萩 萩 条
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し

殊 の 月 殊
勤 特 二 勤
務 殊 十 務
手 勤 三 手
当 務 日 当
に 手 に
関 当 関
す に す
る 関 る
条 す 条
例 る 例

条 の

か 二 第
ら 十 八
施 二 を
行 年 削
す 四 る
る 月 。
。 一

日
か
ら
施
行

市 南 南 市
立 市 市 立
む 立 立 紫
つ 和 和 福
み 田 田 小
学 中 小 学
校 学 学 校
給 校 校
食
共
同
調

市 市 の学立 立 二
む 小 、
つ 川 第
み 小 十校小 学 四
学 校 条
校 の

三等 関
係
）

、
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
一

（
昭 例 一
和 の 部
三 一 を
十 部 改
七 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例
条 条 を
例 例 こ

す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条

理
場 名

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

第 こ
一 に
号 公
） 布
の す
一 る
部 。
を
次
の
よ

の
二
第
一
項
の
改
正
規
定

げ
る
。

う 山
に 口改
正 県
す 知る
。 事

二

（
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六

一
九

井

関

成

条
」
に
改
め
る
部
分
に
限



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
十
四
条
中
第
一
号

に
第 第 改 第 第 る
十 十 め 五 三 。
一 条 、 条 条
条 中 各 中 第
第 号 一「 「
一 次 を 次 号
号 に 削 に 中
中 」 る 掲 「

第 （
予 法 第二（

出 第 二定 条
産 二 条日 の
予 条 第後 二
定 第 五に
日 一 号法当
前 項 及第該
に た び二子

山
職 口 職
員 県 平 員
の 職 条 成 の
育 員 例 二 育
児 の 第 十 児
休 育 十 二 休
業 児 号 年 業
等 休 三 等

第
こ 二 第
の 十 二
条 附 一 十
例 条 一
は 則 か 条
、 ら か
平 第 ら
成 二 第

を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と

を 。 げ 第「
第 る 五「
十 第 事 条
四 二 由 第
条 条 」 二
第 各 を 号
二 号 に「
号 に 育 掲
」 」 児 げ
を に 休 る

改 業 」「
第 め を を

当 だ 第条が
該 し 六第出
子 書 号一生
が の を項し
出 条 削たた
生 例 りだ場
し で 、し合
た 定 同書に
場 め 条のあ
合 る の条っ
に 期 次例て
あ 間 に

に 業 月 に
関 等 二 関
す に 十 す
る 関 三 る
条 す 日 条
例 る 例

条 の（
平 例 一
成 の 部
四 一 を
年 部 改
山 を 正

二 十 二
十 三 十
二 条 三
年 ま 条
四 で ま
月 で
一 削 を
日 除 次
か の
ら よ
施 う
行 に

し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す

十 、 し 「
四 各 て 第
条 号 い 五
第 を る 条
一 削 職 に
号 る 員 規
」 。 に 定
に つ す
改 い る
め て 」
、 当 に

では
っ ） 次定当
て のめ該
は 一る出
当 条期産
該 を間予 出 加は定 生 え、日 の る当か 日 。該ら か 育当 ら

口 改 す
県 正 る
条 す 条
例 る 例
第 条 を
一 例 こ
号 こ
） に
の 公
一 布
部 す

す 改
る め
。 る

。

る
。

同 該 改
条 育 め
第 児 る
四 休 。
号 業
中 に

係「
第 る
十 子
四 以
条 外

児該 当 休出 該 業生 出 にの 産 係日 予 るか 定 子ら 日 の起 か 出算 ら
生し 起
のて 算

を る
次 。
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第 の
三 子
号 に
」 係
を る

育「
第 児
十 休
四 業
条 を
第 承

日八 し
か週 て
ら間 八
起を 週
算経 間
し過 を
てす 経
八る 過
週日 す
間の る
を翌 日

山
口
県
知
事

二

二 認
号 し
」 よ
に う
改 と
め す
る る
。 と

き
」

経日 の
過ま 翌
すで 日
ると ま
日す で
のる と
翌。 し

） 日、
と ま出
す 産 で

井

関

成

二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

過
疎
地 過
域 疎
等 地
に 域
お 等
け に

山
口 過
県 平 疎
条 成 地
例 二 域
第 十 等
十 二 に
二 年 お
号 三 け

山
こ 附 山 口
の 則 口 県
条 附 第 県 山 条
例 十 税 口 例
は 則 八 賦 県 第
、 条 課 税 十
公 中 徴 賦 一
布 収 課 号「

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 税 例
十 賦 は
二 課 、
年 徴 平
三 収 成

る
第 こ 第 第
三 と 三 二

附 十 と 十 十
一 な 条 八

則 条 っ 第 条
中 た 三 第

」 項 一「
及 を 中 項

る お
県 け
税 る
の 県
特 税
例 の
に 特
関 例
す に
る 関
条 す
例 る

月 る
二 県
十 税
三 の
日 特

例
に
関
す
る
条
例

の 平 条 徴
日 成 例 収
か 二 条（
ら 十 昭 例
施 三 和 の
行 年 二 一
す 一 十 部
る 月 五 を
。 三 年 改

十 山 正
一 口 す
日 県 る

月 条 二
二 例 十
十 の 二
三 一 年
日 部 六

を 月
改 三
正 十
す 日
る ま
条 で
例 の

び 第「 「
第 養 養 三
三 育 育 号
条 し し 及
」 な な び
を く く 第

な な 四「
か っ り 号
ら た 、 を
第 」 又 削
三 に は り
条 改 企 、

条（
昭 例
和 の
三 一
十 部
九 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

」 条 条
を 例 例

第「
平 三
成 十
二 九
十 号
八 ）
年 の
一 一
月 部

を 間
こ に
こ お
に い
公 て
布 規
す 則
る で
。 定

め
る

ま め 業 同
で る 職 条
の 。 員 第
規 等 五
定 部 項
」 分 中
に 休 「
改 業 第
め に 五
る 係 条
。 る 各

例 例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

三 を
十 次
一 の
日 よ
」 う
に に
改 改
め 正
る す
。 る

。

日
か
ら
施
行
す
る
。

子 号
を に
当 掲
該 げ
企 る
業 」
職 を
員 「
等 第
以 五
外 条

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

山
口
県
知
事

二

の に
当 規
該 定
子 す
の る
親 」
が に
常 改
態 め
と る
し 。

二
一

井

関

成

井

関

成

て
養
育
す
る
こ
と
が
で
き



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

附

則

山
第 第 森 口
三 二 林 県
条 条 の 森 条
第 中 整 林 例
一 備 の 第「
項 平 に 整 十
中 成 関 備 三

二 す に 号「

森 者 務
平 林 並 省
成 の び 令
二 整 に で
十 備 同 定
二 に 条 め
年 関 例 る
三 す 第 地

２ １（ （
経 施 第

平 過 こ 行 七
成 措 の 期 附 条
二 置 条 日 中
十 ） 例 ） 則 「
一 は か
年 、 ら
十 公 第

条
第 第 第 第 第
五 五 三 二 一
条 項 条 条 条
中 中 第 中 中
第 二 第「 「
二 第 項 三 、
号 五 を 号 指
を 条 削 を 定

平 十 る 関
成 一 費 す
二 年 用 る
十 度 に 費
二 」 充 用
年 を て に
三 る 充「
月 平 た て
三 成 め る
十 二 の た
一 十 県 め
日 六 民 の

月 る 五 区
二 費 条 内
十 用 第 に
三 に 二 お
日 充 号 い

て に て
る 規 、
た 定 改
め す 正
の る 前
県 家 の
民 屋 過

二 布 三
月 の 項
三 日 ま
十 か で
一 ら 」
日 施 を
以 行 「
前 す 若
に る し
農 。 く
村 は
地 第

削 第 り 削 工
り 三 、 り 業
、 号 同 、 等
第 」 条 第 導
三 を 第 四 入
号 三 号 地「
を 第 項 を 区
第 五 中 第 」
二 条 三 及「
号 第 第 号 び
と 二 五 と 「
し 号 条 し 、

」 年 税 県
を 度 の 民

」 特 税「
平 に 例 の
成 改 に 特
二 め 関 例
十 る す に
七 。 る 関
年 条 す
三 例 る
月 条

税 及 疎
の び 地
特 そ 域
例 の 等
に 敷 に
関 地 お
す で け
る あ る
条 る 県
例 土 税
の 地 の

域 二
工 項
業 」
等 に
導 改
入 め
促 る
進 。
法
（
昭

、 」 第 、 道
第 に 三 第 路
四 改 号 五 貨
号 め 」 号 物
を 、 を か 運
第 同 ら 送「
三 項 第 第 業
号 を 五 八 、
と 同 条 号 倉
す 条 第 ま 庫
る 第 二 で 業（

三 平 例
十 成 の
一 十 一
日 七 部
」 年 を
に 山 改
改 口 正
め 県 す
る 条 る
。 例 条

第 例

一 を 特
部 取 例
を 得 に
改 し 関
正 た す
す 者 る
る に 条
条 係 例
例 る 第
を 県 三
こ 税 条

和
四
十
六
年
法
律
第
百
十
二

。 四 号 を 、
項 」 一 こ
と に 号 ん
し 改 ず 包
、 め つ 業
同 、 繰 、
条 同 り 卸
第 項 上 売
六 を げ 業
項 同 る 」
を 条 。 を

六 山
号 口）
の 県
一 知部
を 事
次
の
よ 二
う

こ の 第
に 課 二
公 税 項
布 免 に
す 除 規
る に 定
。 つ す

い る
て 設
は 備
、 を

号
）
第
十
条
に
規
定
す
る
工

同 第 削
条 二 る
第 項 。
五 と
項 し
と 、
す 同
る 条
。 第

四
項

に
改 井
正
す
る 関
。

成

な 新
お 設
従 し
前 、
の 又
例 は
に 増
よ 設
る し
。 た

業
等
導
入
地
区
の
う
ち
総

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

二
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

同
備
考
１
の
次
に
次
の

る
別 別 別 。
表 １ 表 表
第 又 第 第
一 は 授 一 一
の 受 業 の の
９ 講 料 ９ ７
の 料 の の（
表 を 専 表 表

別
表
第
一
の
５
の
表

山
別 山 口
表 口 県
第 県 山 条
一 使 口 例
の 用 県 第
４ 料 使 十
の 手 用 四
表 数 料 号

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 使 例
十 用 は
二 料 、
年 手 公
三 数 布

よ
う
に
加
え
る
。

一 徴 攻 一 二
の 収 科 の の
三 す に 項 項
の る 係 の 中
項 こ る 備 「
の と も 考 二
備 が の 中 万
考 相 を ４ 九
３ 当 除 を 千
を と く ５ 三
同 認 。 と 百
備 め ） し 五

二
の
項
予
防
接
種
料
に
関
す
る

一 料 手
の 条 数
四 例 料
の 条（
項 昭 例
を 和 の
次 三 一
の 十 部
よ 一 を
う 年 改
に 山 正
改 口 す

月 料 の
二 条 日
十 例 か
三 の ら
日 一 施

部 行
を す
改 る
正 。
す
る
条

考 ら 及 、 十
４ れ び １ 円
と る 受 か 」
し 場 講 ら を
、 合 料 ３ 「
同 と は ま 十
備 し 、 で 二
考 て 高 を 万
２ 知 等 ２ 三
中 事 学 か 千

が 校 ら 六

部
分
中

一
万
千
円
」
を

め 県 る
る 条 条
。 例 例

第
一
号
）
の
一
部
を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

「
１ 別 に ４ 百
か に お ま 円
ら 定 け で 」
３ め る と に
ま る 教 し 改
で 場 育 、 め
」 合 に ２ る
を に 要 の 。

限 す 前「
２ り る に
か 、 経 次

「
一
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

ら 徴 費 の
４ 収 に よ
ま す 係 う
で る る に
」 も 生 加
に の 徒 え
改 と 間 る
め す の 。
、 る 負
同 。 担
備 の

表
二
十
五
の
項
中

七
千
円

山
口
県
知
事

二

二
三

考 公
２ 平
を の
同 観
備 点
考 か
３ ら
と 授
し 業
、 料

」
を
「
八
千
円
」
に
改
め

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
五
条
中
第
一
号
を

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
資 口 例 二 資
金 県 第 十 金
積 資 十 二 積
立 金 五 年 立
基 積 号 三 基

４ ３
円 円
と 平 と 平
す 成 す 成
る 二 る 二
。 十 。 十

三 二
年 年
度 度

２ （
経 二 一（

以 平 過
下 措 別 別成

置 表 表二「
改 ） 号 第 第十
正 ） 一 一二
後 の の の年
の 施 ９ ５三

１ （
施

こ 行 ２
の 期 附 め
条 日 ら 後
例 ） 則 れ 期
は る 課
、 場 程
平 合 の

削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し

金 立 月 金
条 基 二 条
例 金 十 例

条 三 の（
昭 例 日 一
和 の 部
六 一 を
十 部 改
年 を 正
山 改 す
口 正 る
県 す 条

に に
山 山
口 口
県 県
立 立
農 農
業 業
大 大
学 学
校 校
に に
入 入

条 行 の の月
例 の 表 表三
」 日 の 二十
と 改 の一
い 正 項日
う 規 のに
。 定 改山
） 正口
別 公 規県
表 立 定立
第 高農
一 等 公

成 と 授
二 し 業
十 て 料
二 知 は
年 事 、
四 が 中
月 別 等
一 に 教
日 定 育
か め 学
ら る 校
施 場 に

、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で

条 る 例
例 条 を
第 例 こ
三 こ
号 に
） 公
の 布
一 す
部 る
を 。
次

学 学
す す
る る
者 者
に に
係 係
る る
授 授
業 業
料 料
の の

業
の 学 布大
７ 校 の学
の に 日校
表 係 のに
二 る 翌在の 授 日学項 業しの 料、規 の引定 不きに 徴

行 合 お
す に け
る 限 る
。 り 教
た 、 育
だ 徴 に
し 収 要
、 す す
次 る る
の も 経
各 の 費

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

額 額
は は
、 、
改 改
正 正
後 後
の の
条 条
例 例
別 別
表 表

続か 収きか 及在わ び学ら 高すず 等る、 学者な 校にお 等
係従 就
る前 学
授の 支

号 と に
に す 係
掲 る る
げ 。 生
る 徒
規 間
定 の
は 負
、 担
当 の
該 公

山
口
県
知
事

二

第 第
一 一
の の
７ ７
の の
表 表
二 二
の の
項 項
の の
規 規

業例 援
料に 金
のよ の
額る 支
は。 給
、 に
改 関
正 す
後 る
の 法
山 律

各 平
号 の
に 観
定 点
め か
る ら
日 授
か 業
ら 料
施 を
行 徴

井

関

成

定 定
に に
か か
か か
わ わ
ら ら
ず ず
、 、
九 六
万 万

口 （
県 平
使 成
用 二
料 十
手 二
数 年
料 法
条 律
例 第

す 収
る す
。 る

こ
と
が
相
当
と
認

二
四
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第 山
二 口
条 県
の 農
表 林
山 事
口 務
県 所

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 農
県 第 十 林
農 十 二 事
林 六 年 務
事 号 三 所

２ （
山 二

第 山 口
第 二 口 県 別
五 条 県 資 表
条 中 資 金 山
中 山 金 積 口
第 口 積 立 県
一 県 立 基 地

１ （
一 施 別

こ 行 表
別 の 期 附 山
表 条 日 口
山 例 ） 則 県
口 は 国
県 、 民
国 平 健

別
備 性 山 表
基 化 口 山
金 ・ 県 口

施 地 県
設 域 地
整 活 域

活
田 設
布 置
施 条
農 例
林 （
事 平
務 成
所 十
の 年
項 山
を 口
次 県

務 月 設
所 二 置
設 十 条
置 三 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る

号 資 基 金 域
を 金 金 条 活
削 積 条 例 性
り 立 例 の 化
、 基 の 一 ・
第 金 一 部 生
二 条 部 を 活
号 例 を 改 対
を 第 改 正 策
第 五 正 す 基
一 条 す る 金
号 の る 条 の

民 成 康
健 二 保
康 十 険
保 二 広
険 年 域
広 三 化
域 月 等
化 三 支
等 十 援
支 一 基
援 日 金
基 か の

性
を を 地 化
図 円 域 ・
る 滑 に 生
こ に お 活
と 実 い 対
。 施 て 策

し 必 基
、 要 金
地 な の
域 施 項
の 設 を

の 条
よ 例
う 第
に 一
改 号
め ）
る の
。 一

部
を
次

す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

と 改 条 例 項
し 正 例 の を
、 規 一 削（
第 定 平 部 る
三 を 成 改 改
号 次 二 正 正
か の 十 ） 規
ら よ 一 定
第 う 年
五 に 山 平
号 改 口 成

金 ら 項
の 施 を
項 行 削
の す る
前 る 。
に 。
次 た
の だ
よ し
う 、
に 次

活 の 削
性 整 り
化 備 、

同
表

る 中 山
と 欄 口
認 に 県
め 掲 国
る げ 民
経 る 健

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

ま め 県 二
で る 条 十
を 。 例 二
一 第 年
号 十 四
ず 七 月
つ 号 一
繰 ） 日
り の
上 一
げ 部

加 の
え 各
る 号
改 に
正 掲
規 げ
定 る

規
公 定
布 は
の 、

費 設 康
の 置 保
財 の 険
源 目 広
に 的 域
充 を 化
て 達 等
る 成 支
と す 援
き る 基
。 た 金

山
口
県
知
事

二

、 を
第 次
六 の
号 よ
を う
削 に
る 改
。 正

す
る
。

日 当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

め の
知 項
事 の
が 前
必 に
要 次
が の
あ よ

う
に
加

二
五

井

関

成

施
行
す
る
。

え
る
。
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附

則

山
別 山 口
表 口 県 平
山 県 山 条 成
口 立 口 例 二
県 高 県 第 十
立 等 立 十 二
坂 学 高 八 年
上 校 等 号 三

山 こ 別
口 の 表
県 条 附 第
立 例 二
高 は 則 末
等 、 武
学 平 川
校 成 工

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
工 口 例 二 工
業 県 第 十 業
用 工 十 二 用
水 業 七 年 水
道 用 号 三 道

こ
の 山
条 附 口
例 県
は 則 柳
、 井平 農成

林高 等 学 月
等 条 校 二
学 例 等 十
校 条 三（
の 昭 例 日
項 和 の
、 三 一
山 十 部
口 九 を
県 年 改
立 山 正
広 口 す

等 二 業
条 十 用
例 二 水
の 年 道
一 四 の
部 月 項
を 一 及
改 日 び
正 か 富
す ら 田
る 施 ・
条 行 夜

条 水 月 条
例 道 二 例

条 十 の（
昭 例 三 一
和 の 日 部
三 一 を
十 部 改
七 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例

二
事十
務二

年 所
四
月 柳一
日
か 井ら
施
行

瀬 県 る
高 条 条
等 例 例
学 第
校 五
の 十
項 一
、 号
山 ）
口 の
県 一

例 す 市
を る 川
こ 。 工
こ 業
に 用
公 水
布 道
す の
る 項
。 中

条 条 を
例 例 こ
第 こ
五 に
十 公
三 布
号 す
） る
の 。
一
部

市す
る
。 柳

井
市

大
島
郡

熊
立 部
鹿 を
野 次
高 の
等 よ
学 う
校 に
の 改
項 正
及 す
び る

「
四
十
八
円
九
十
銭
」
を
「
二

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

毛
郡

山 。 山
口 口県
立 県
徳 知佐
高 事
等
学
校 二
の

十
九
円
八
十
銭
」
に
改
め
る

山
口
県
知
事

二

項
を 井
削
る
。 関

成

。
井

関

成

二
六
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こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
七
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